
堂
上
の
貴
重
な
典
籍
は
、
公
家
の
秘
庫
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め

に
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
て
き
た
古
典
籍
の
多
い
こ
と
は
、
我
が
国
の
文
化
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
に
勃
興
す
る
地
下
の
文
化
的
活
動

の
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
古
典
籍
が
活
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

例
え
ば
、
冷
泉
家
が
管
理
し
て
き
た
貴
重
な
歌
書
群
は
、
江
戸
時
代
の
宮
廷
に
お

い
て
大
規
模
な
複
写
作
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

の
複
写
本
群
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
大
き
な
類
題
集
（
『
新
類
題
和
歌
集
』
。
酒
井
茂
幸

『
禁
裏
本
歌
書
の
蔵
書
史
的
研
究
』
平
成
幻
、
思
文
閣
出
版
参
照
）
作
成
以
上
の
何

に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
現
在
書
陵
部
に
収
め
ら
れ
る
そ
れ
ら
の
複
写

本
群
か
ら
、
さ
ら
に
転
写
さ
れ
た
本
は
極
め
て
稀
だ
。
地
下
で
の
盛
ん
な
古
典
研
究

は
じ
め
に

本
群
か
ら
、
さ
ら
に
転
写
さ
れ
た
本
は
極
め
て
稀
だ
。
地
下
で
の
盛
ん
な
古
“

に
開
放
さ
れ
て
い
た
な
ら
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
実
り
が
得
ら
れ
た
だ
ろ
う
か
ワ

和
歌
に
お
い
て
は
、
「
堂
上
派
地
下
」
と
言
わ
れ
る
歌
人
層
が
存
在
し
、
詠

削
を
受
け
る
公
家
と
の
密
接
な
関
わ
り
を
持
ち
続
け
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
一

堂
上
か
ら
地
下
へ

ｌ
典
籍
の
流
出
・
提
供
・
活
用
Ｉ

し
、
詠
草
の
添

彼
ら
の
蔵
書
を

見
て
も
、
堂
上
諸
家
の
秘
蔵
す
る
典
籍
類
を
借
り
出
し
て
写
し
て
い
っ
た
形
跡
は
ご

く
稀
で
あ
る
。
多
く
は
版
本
か
、
写
本
で
も
広
く
流
布
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
松

（
１
）

井
幸
隆
『
六
窓
翁
蔵
書
目
録
』
の
よ
う
に
稀
書
に
富
む
例
が
無
い
わ
け
で
は
な
い
が
）
。

『
近
世
歌
学
集
成
』
所
収
の
堂
上
系
和
歌
聞
書
類
を
見
て
も
、
地
下
歌
人
に
読
む
べ

き
歌
書
と
し
て
指
示
さ
れ
る
も
の
は
限
定
さ
れ
て
い
た
し
、
地
下
側
か
ら
典
籍
開
示

の
要
望
が
出
さ
れ
る
シ
ー
ン
も
珍
し
い
よ
う
に
思
う
。
公
家
達
の
貴
重
な
蔵
書
は
、

地
下
の
世
界
と
は
隔
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
よ
う
な
公
家
の
典
籍
が
地
下
へ
流
れ
て
い
く
場
面
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
事
例
か
ら
そ
の
様
相
を
見
て
み
た
い
と
思
う
。
「
流
出
」
と
呼
ぶ
べ
き
事
例

も
あ
る
し
、
む
し
ろ
公
家
側
か
ら
の
「
提
供
」
と
解
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
よ

う
に
し
て
地
下
に
降
り
て
き
た
典
籍
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
様
子
も
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
。

浅
田
徹
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（
２
）

万
葉
集
長
歌
短
歌
説
（
定
家
卿
長
歌
短
歌
説
）
は
、
古
今
集
が
昼
歌
」
を
長
歌

の
称
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
に
付
き
、
定
家
が
万
葉
集
以
後
の
用
例
を
検
討
し
て
、

古
今
集
撰
者
の
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
し
た
作
品
で
あ
る
。
自
筆
本
が
冷
泉
家
に
存
在

し
た
が
、
江
戸
前
期
に
冷
泉
家
か
ら
流
出
、
転
写
本
が
作
成
さ
れ
て
広
ま
り
、
享
保

十
一
年
に
江
戸
の
豪
商
奈
良
屋
安
左
衛
門
が
自
筆
本
を
所
持
し
て
い
た
時
、
幕
府
が

そ
れ
を
知
る
に
至
っ
た
。
幕
府
は
奈
良
屋
及
び
関
係
者
を
調
査
し
、
そ
の
経
緯
を
辿

っ
た
上
、
朝
廷
に
奈
良
屋
所
持
本
の
複
写
を
送
付
し
て
自
筆
本
に
相
違
な
い
か
の
確

認
を
依
頼
、
冷
泉
家
当
主
為
久
が
こ
れ
を
確
認
し
た
。
幕
府
は
奈
良
屋
か
ら
当
該
本

を
買
い
上
げ
、
古
今
伝
授
に
関
わ
る
秘
籍
で
あ
る
か
ら
と
の
理
由
で
冷
泉
家
に
返
還

し
た
。こ

の
一
連
の
事
件
に
つ
い
て
は
種
々
の
記
録
が
残
り
、
続
群
書
類
従
の
活
字
本
で

も
そ
の
一
部
が
付
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
早
く
小
田

清
雄
「
定
家
卿
真
蹟
長
歌
短
歌
相
違
の
帖
伝
来
書
」
（
好
古
叢
誌
８
、
明
治
弱
・
８
）

が
考
証
を
始
め
、
近
年
の
も
の
で
は
久
保
田
啓
一
氏
『
近
世
冷
泉
派
歌
埴
の
研
究
』
（
平

成
晦
・
２
、
翰
林
書
房
）
に
論
が
あ
る
。
小
倉
嘉
夫
氏
「
為
久
と
吉
宗
ｌ
武
家
社
会

の
中
で
」
（
冷
泉
為
人
監
修
『
冷
泉
家
歌
の
家
の
人
々
』
平
成
焔
・
皿
、
書
建

フ
ロ
ー
ラ
）
に
も
言
及
す
る
。

し
か
し
、
最
も
詳
し
く
、
多
く
の
資
料
を
引
用
し
て
経
緯
を
再
構
成
し
た
文
献
は
、

井
上
通
泰
『
南
天
荘
次
筆
』
（
昭
和
ｕ
、
弘
文
荘
）
で
あ
る
（
海
野
圭
介
氏
御
教
示
）
。

一
、
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
の
定
家
自
筆
本
の
流
伝
１
１
流
出
１
１

以
下
そ
れ
に
拠
る
。

幕
府
の
調
査
に
拠
れ
ば
、
自
筆
本
の
流
伝
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

冷
泉
家
（
管
理
者
・
藤
谷
為
賢
）
↓
広
瀬
清
安
（
古
筆
商
）
へ
譲
渡
↓
富
田
屋

源
六
（
清
安
孫
）
ま
で
相
伝
↓
宝
永
七
年
奈
良
屋
安
休
（
左
衛
門
父
）
に
売
却

↓
奈
良
屋
安
左
衛
門
相
伝

こ
の
経
緯
に
付
き
、
最
も
端
的
に
語
っ
て
い
る
の
は
、
享
保
十
二
年
五
月
十
八
日

に
作
製
さ
れ
た
富
田
屋
源
六
の
口
書
写
し
で
あ
る
。
読
み
や
す
さ
を
考
え
、
表
記
を

改
変
し
て
次
に
掲
げ
る
。

い
く
ら
か
注
を
加
え
つ
つ
大
意
を
取
る
と
、
定
家
自
筆
本
は
「
藤
谷
中
納
言
様
」

と
し
て
御
譲
り
被
下
候
由
、
承
伝
申
候
。
委
細
之
儀
者
不
奉
存
候
。

其
後
清
安
よ
り
私
父
孫
四
郎
え
譲
り
諸
申
候
。
十
九
年
已
前
、
孫
四
郎
病
気
之

節
申
候
は
、
右
歌
書
は
大
切
成
書
物
に
候
間
、
秘
蔵
可
仕
旨
申
間
、
私
え
譲
り

申
候
。
孫
四
郎
代
よ
り
金
子
他
借
多
く
、
私
儀
身
上
不
如
意
に
候
処
、
右
歌
書

安
休
求
度
由
申
に
付
拾
八
年
以
前
、
宝
永
七
寅
の
年
、
代
金
百
枚
に
安
休
へ
売

払
申
候
。
右
申
上
候
通
、
相
違
無
御
座
候
。
以
上

未
五
月
十
八
日

深
川
富
吉
町
表
具
屋
源
六

違
之
事
書
物
、
何
方
よ
り
譲
り
請
候
哉
と
御
尋
御
座
候
。
右
歌
書
者
、
藤
谷
中

納
言
様
御
所
持
被
成
候
処
、
八
十
年
程
已
前
、
私
祖
父
広
瀬
清
安
儀
、
京
都
に

罷
在
、
古
筆
商
売
致
し
、
藤
谷
様
え
御
出
入
仕
候
に
付
、
金
子
御
用
立
候
代
り

一
私
方
よ
り
奈
良
屋
安
休
え
先
年
売
渡
し
候
定
家
卿
御
筆
長
歌
短
歌
古
今
相
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す
な
わ
ち
藤
谷
為
賢
が
所
持
し
て
い
た
が
、
源
六
の
祖
父
広
瀬
清
安
が
京
都
に
住
ん

で
い
た
頃
、
古
筆
を
商
売
し
て
お
り
、
為
賢
の
所
に
出
入
り
し
て
い
た
。
そ
の
縁
で
、

「
金
子
御
用
立
候
代
り
」
に
こ
の
自
筆
本
を
譲
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
。
要
す
る
に
借

金
の
カ
タ
と
し
て
譲
り
受
け
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
調
書
が
作
成
さ
れ
た
享

保
十
二
年
（
弓
胃
）
の
「
八
十
年
程
已
前
」
で
あ
る
か
ら
、
正
保
四
年
（
５
台
）
頃

と
な
る
。
「
七
十
年
前
」
で
も
「
九
十
年
前
」
で
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
寛
永
十

九
年
（
扇
怠
）
～
承
応
元
年
（
扇
圏
）
の
間
く
ら
い
に
為
賢
↓
清
安
の
譲
渡
が
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
清
安
は
こ
れ
を
秘
蔵
し
、
息
の
孫
四
郎
に
伝
え
た
。
孫
四
郎
も
こ

れ
を
大
事
に
所
持
し
て
い
た
が
、
彼
の
代
か
ら
こ
の
家
は
傾
き
、
そ
の
息
で
あ
る
源

六
が
こ
れ
を
相
伝
し
た
あ
と
手
許
不
如
意
の
状
態
に
陥
り
、
宝
永
七
年
に
金
百
枚
で

奈
良
屋
安
休
に
売
却
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
文
書
を
紹
介
し
た
井
上
通
泰
は
、
右
の
口
書
に
つ
い
て
「
其
侭
に
信
じ
て
よ

い
と
は
思
は
い
。
た
と
へ
ぱ
広
瀬
清
安
と
い
ふ
古
筆
商
が
貸
金
の
形
に
藤
谷
中
納
言

か
ら
此
書
を
譲
受
け
た
と
い
ふ
の
は
ど
う
で
あ
ら
う
か
」
と
疑
義
を
呈
し
て
い
る
の

だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
具
体
的
な
経
緯
を
述
べ
て
い
る
も
の
が
虚
偽
と
は
考
え
に
く
い
（
公

家
側
に
も
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
予
想
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
虚
偽
を
述
べ
れ

ば
糾
弾
さ
れ
る
こ
と
は
源
六
に
も
わ
か
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
）
。

な
お
広
瀬
清
安
に
つ
い
て
は
資
料
が
管
見
に
入
ら
な
い
が
、
そ
の
息
広
瀬
孫
四
郎

は
、
寛
文
十
一
年
八
月
に
、
狩
野
探
幽
の
も
と
に
「
定
家
正
筆
」
の
歌
切
を
「
金
五

十
枚
」
の
値
で
売
り
に
来
た
と
の
記
述
が
、
小
松
茂
美
「
古
筆
学
の
萌
芽
と
そ
の
推

進
・
発
展
」
（
古
筆
学
研
究
所
編
『
古
筆
学
叢
林
第
五
巻
古
筆
学
の
歩
み
』
平
成
７
、

八
木
書
店
）
の
紹
介
し
た
探
幽
筆
「
古
筆
歌
切
模
」
の
注
記
に
見
出
さ
れ
る
。
そ
の

る
事
に
成
た
り
。
価
て
其
家
の
文
庫
勅
封
せ
ら
れ
、
其
人
と
い
へ
ど
も
う
か
笈
ひ
見

る
事
あ
た
は
ず
。
…
享
保
年
中
万
葉
集
の
長
歌
・
短
歌
の
事
を
、
定
家
卿
し
る
し
置

せ
ら
れ
し
真
蹟
を
、
江
戸
の
町
人
な
ら
屋
安
左
衛
門
と
い
ふ
者
買
取
、
所
持
せ
し
を
、

公
儀
へ
献
ぜ
し
に
、
有
徳
院
公
方
様
（
Ⅱ
吉
宗
）
、
冷
泉
家
の
旧
物
な
れ
ば
と
て
、
則

為
久
卿
へ
下
し
賜
り
、
御
礼
と
し
て
長
歌
を
詠
て
奉
ら
れ
し
事
有
。
此
外
為
家
卿
真

蹟
の
僻
案
抄
な
ど
云
も
の
、
往
々
人
間
に
有
は
、
み
な
彼
家
の
什
器
の
散
落
せ
る
也
・
」

（
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
八
巻
に
拠
る
。
巻
三
は
天
明
年
間
の
筆
録
か
）

冷
泉
家
に
「
放
蕩
の
人
」
が
あ
っ
て
、
蔵
書
を
流
出
さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

だ
が
、
一
連
の
叙
述
（
長
い
の
で
一
部
を
省
略
し
た
）
の
後
半
に
は
万
葉
集
長
歌
短

歌
説
の
流
出
と
返
還
の
一
件
が
語
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
ま
た
「
放
蕩
の
人
」
某
の

所
業
の
結
果
と
読
め
る
よ
う
な
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
為
家
卿
真
蹟
の

僻
案
抄
」
と
い
う
の
は
、
現
在
天
理
図
書
館
蔵
の
伝
為
家
筆
本
を
指
す
か
。

こ
の
「
放
蕩
の
人
」
を
為
賢
と
特
定
し
て
い
る
の
は
、
早
川
自
照
氏
『
冷
泉
家
之

放
蕩
の
人
有
て
、
重
代
の
書
籍
等
を
沽
却
せ
ら
れ
し
よ
り
、
往
々
人
間
に
散
在
し
た

泉
代
々
相
伝
あ
り
し
故
、
彼
家
に
は
古
書
こ
と
八
、
く
あ
り
し
を
、
近
世
冷
泉
家
に

程
度
の
古
筆
商
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
［
補
注
］

さ
て
、
冷
泉
家
の
蔵
書
の
流
出
に
は
、
藤
谷
為
賢
が
関
与
し
て
い
た
ら
し
い
と
い

う
こ
と
は
、
冷
泉
家
周
辺
で
は
そ
れ
と
な
く
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
久
保
田
啓
一
氏
の
『
近
世
冷
泉
派
歌
埴
の
研
究
』
に
詳
し
い
の
で
、
こ
れ
に
拠

り
な
が
ら
述
べ
さ
せ
て
頂
く
が
、
ま
ず
冷
泉
為
村
門
人
の
津
村
正
恭
の
随
筆
で
あ
る

諄
海
の
巻
三
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

「
（
冷
泉
家
ハ
）
殊
に
為
家
卿
の
後
室
阿
仏
尼
、
其
家
の
伝
書
を
伝
ら
れ
て
、
上
冷
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を
悉
く
勅
封
せ
ら
る
。
為
清
資
性
勤
直
、
こ
れ
を
保
持
し
て
厳
重
に
実
父
と
錐
も
少

し
も
干
渉
せ
し
め
ず
、
又
蔵
書
の
出
入
を
容
易
に
自
由
に
な
さ
し
め
ず
、
専
ら
散
逸

を
防
ぎ
て
殊
功
あ
り
。
」
（
久
保
田
氏
著
書
よ
り
孫
引
き
）

近
代
の
著
作
で
は
あ
る
が
、
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
は
冷
泉
家
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。
井
上
通
泰
が
紹
介
し
た
富
田
屋
源
六
の
口
書
は
、
久
保
田
氏
の
追
っ

て
こ
ら
れ
た
こ
の
伝
承
を
は
っ
き
り
裏
付
け
る
、
貴
重
な
資
料
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）

久
保
田
氏
は
為
賢
が
古
筆
の
コ
レ
ク
タ
ー
で
も
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
、

古
筆
商
の
広
瀬
清
安
と
泥
懇
の
仲
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
、
極
め
て
有
り
得
べ
き
事

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
付
け
加
え
た
い
。

こ
こ
で
、
藤
谷
為
賢
と
い
う
人
物
の
位
置
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
為
賢
は
冷

泉
為
満
の
男
で
、
嫡
子
為
頼
が
冷
泉
家
を
嗣
い
だ
た
め
、
分
家
し
て
藤
谷
と
号
す
る
。

し
か
し
為
頼
、
さ
ら
に
そ
の
息
為
治
が
い
ず
れ
も
早
世
し
た
た
め
、
為
賢
息
為
清
が

本
家
の
養
子
に
入
り
、
為
賢
が
後
見
と
な
っ
て
冷
泉
家
の
文
庫
も
管
理
し
て
い
た
時

期
が
あ
る
の
で
あ
る
。
蔵
書
の
流
出
に
関
し
て
は
、
こ
の
時
期
が
疑
わ
れ
る
。

伝
奏
と
六
波
羅
よ
り
の
武
家
の
伝
奏
と
立
会
ひ
の
Ｈ
「
創
廻
等
伝
羽
姦
剰
詔
馴
司
典
闘
謝

和
歌
』

「
ｏ
ｅ
ｅ

（
昭
妬
、
私
家
版
）
で
あ
る
。

こ
の
為
賢
が
屡
々
家
書
を
散
出
す
る
由
天
聴
に
達
し
勅
旨
に
因
り
、
朝
廷
の

為
満
ｌ
為
治
ｌ
為
清
（
養
子
）

判
鶏
！
」

〔
藤
谷

諌
海
や
『
冷
泉
家
之
和
歌
』
で
は
、
蔵
書
の
流
出
と
朝
廷
に
よ
る
冷
泉
家
御
文
庫

の
「
勅
封
」
と
が
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
冷
泉
家
の
文
庫
が
封
印
せ
ら
れ
、
当
主

と
錐
も
蔵
書
を
自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
そ

れ
が
解
除
さ
れ
た
の
は
先
に
名
の
見
え
た
為
久
の
時
で
あ
る
）
。
し
か
し
実
は
こ
の
経

緯
に
は
不
明
な
点
が
多
く
、
い
っ
た
い
い
つ
「
勅
封
」
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
ど

の
程
度
厳
重
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
詳

し
く
論
じ
て
い
る
の
は
、
藤
本
孝
一
氏
「
冷
泉
家
御
文
庫
の
封
印
と
『
明
月
記
』
」
（
京

都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
『
朱
雀
』
ｍ
、
平
、
・
３
）
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
続
史
愚
抄
・
享
保
六
年
八
月
廿
二
日
の
勅
封
解
除
の
記
事
の
中
に

「
元
和
中
、
所
司
代
周
防
守
重
宗
板
倉
。
与
武
家
伝
奏
〈
三
条
西
大
納
言
・
中
院
中

納
言
歎
〉
加
合
書
封
以
来
。
相
続
加
封
。
而
護
不
許
開
」
と
あ
り
、
「
元
和
中
」
に
封

じ
ら
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
藤
本
氏
は
冷
泉
家
の
定
家
自
筆
本
明
月
記
が
そ
れ
以
後
も

切
り
取
ら
れ
、
巷
間
に
流
れ
出
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
（
久
保
田
氏
の

指
摘
に
あ
る
よ
う
に
）
藤
谷
為
賢
の
所
為
で
は
な
か
っ
た
か
と
し
、
為
頼
死
去
の
寛

永
四
年
以
後
、
為
賢
が
文
庫
を
自
由
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
と
推
定

さ
れ
た
。
一
方
、
そ
の
下
限
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
、
藤
本
氏
は
新
た
に
資
勝
卿

記
・
寛
永
六
年
（
扇
圏
）
十
一
月
条
の
記
事
を
紹
介
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
「
冷
泉
家

ノ
書
物
共
遷
之
由
、
江
戸
二
被
聞
候
て
」
、
所
司
代
板
倉
重
宗
か
ら
の
指
示
に
よ
り
、

日
野
資
勝
が
良
恕
法
親
王
と
共
に
、
冷
泉
家
の
蔵
の
封
を
切
っ
て
、
為
賢
立
会
の
も

と
、
書
籍
の
目
録
を
取
っ
た
経
緯
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
た
。

藤
本
論
文
か
ら
十
一
月
六
日
条
の
一
部
を
引
く
と
、
「
板
倉
防
州
（
Ⅱ
重
宗
）
ヨ
リ

書
状
参
候
テ
、
冷
泉
家
ノ
書
物
共
遷
之
由
、
江
戸
二
被
聞
候
て
、
御
点
検
候
テ
、
先
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日
竹
門
主
（
Ⅱ
良
恕
）
御
成
ニ
テ
、
大
方
目
録
候
て
、
江
戸
へ
下
申
候
処
、
土
井
大

炊
殿
ヨ
リ
、
拙
子
（
Ⅱ
資
勝
）
彼
家
伝
受
仕
候
間
、
拙
子
二
も
可
罷
出
由
申
来
候
間
、

一
両
日
中
二
点
検
可
有
由
申
候
也
、
…
」
と
あ
り
、
こ
の
後
も
数
度
に
わ
た
る
点
検

・
目
録
作
成
の
記
事
が
あ
る
。

藤
本
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
重
な
管
理
状
態
で
は
、
為
賢
と
い
え
ど
も
勝
手
に
文

庫
の
蔵
書
に
は
手
が
出
せ
な
か
っ
た
は
ず
と
見
て
、
為
賢
に
よ
る
蔵
書
の
流
出
は
少

な
く
と
も
寛
永
六
年
十
一
月
よ
り
は
前
に
終
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
た
。

従
っ
て
、
流
出
が
あ
っ
た
の
は
寛
永
四
年
～
六
年
の
間
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
右
引
用
の
う
ち
「
冷
泉
家
ノ
書
物
共
遷
之
由
」
を
、
藤
本
氏
は
「
冷

泉
家
の
書
物
が
散
逸
し
て
い
る
と
の
噂
」
が
江
戸
幕
府
ま
で
聞
こ
え
た
の
意
と
し
て

お
ら
れ
る
が
、
字
義
通
り
読
め
ば
、
蔵
の
改
築
等
で
い
っ
た
ん
書
物
を
ど
こ
か
に
移

す
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
．
蔵
の
中
の
書
物
が
こ
の
移
動
に
際
し
て
失
わ
れ
な
い
よ

う
に
目
録
を
取
っ
て
お
こ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
も
の
と
思
え
る
。

し
か
し
結
局
、
こ
の
移
動
を
契
機
に
流
出
が
起
こ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

前
記
の
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
定
家
自
筆
本
が
為
賢
か
ら
広
瀬
清
安
に
譲
渡
さ
れ
た
の

は
、
資
勝
卿
記
に
目
録
を
取
っ
た
と
あ
る
寛
永
六
年
よ
り
後
の
こ
と
で
あ
る
（
寛
永

末
～
正
保
年
間
頃
に
な
る
こ
と
、
前
述
の
通
り
）
。
為
賢
は
封
印
さ
れ
た
文
庫
の
蔵
書

を
、
実
際
に
は
何
ら
か
の
手
段
で
密
か
に
売
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

井
上
通
泰
の
紹
介
し
た
資
料
は
、
冷
泉
家
本
流
出
に
対
す
る
為
賢
の
関
与
を
具
体

的
に
立
証
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
庫
の
封
印
の
実
態
を
窺
う
上
で
も
貴
重
な
資
料
で

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
私
が
こ
の
資
料
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
冷
泉
家
本
流
出
の
犯
人
捜
し
を
す

る
の
が
目
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
「
流
出
」
が
学
問
に
貢
献
し
て
い
っ
た
こ

と
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

古
今
集
の
注
釈
史
を
一
新
し
た
契
沖
の
名
著
、
古
今
余
材
抄
（
元
禄
四
年
忌
日
成

立
）
は
、
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
を
利
用
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
巻
十
雑
体
の
標
目
「
短

歌
」
の
釈
義
に
詳
し
い
引
用
が
見
え
、
古
今
集
の
権
威
を
盲
信
せ
ず
実
証
的
に
批
判

し
た
定
家
の
意
見
に
、
契
沖
は
大
い
に
賛
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
契
沖
が
こ
れ
を

利
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
早
く
尾
崎
雅
嘉
『
群
書
一
覧
』
が
指
摘
す
る
）
。
そ
こ
で
問

題
に
な
る
の
が
、
契
沖
は
い
か
に
し
て
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
を
披
見
し
た
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
は
、
契
沖
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
水
戸
の
彰

考
館
に
、
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
水
府
明
徳
会

彰
考
館
蔵
「
万
葉
時
同
長
歌
短
歌
抄
」
（
巳
・
壱
）
）
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼

写
真
に
よ
り
、
私
に
句
読
点
な
ど
を
付
し
て
奥
書
を
引
用
す
る
（
〈
〉
内
細
字
）
。

「
清
宗
川
」
は
清
水
宗
川
（
慶
長
十
九
年
冨
匡
～
元
禄
十
年
忌
葛
）
。
飛
鳥
井
雅
章

這
一
冊
者
、
以
京
極
黄
門
〈
定
家
卿
〉
自
筆
本
、
或
好
士
命
手
書
、
不
違
一
宇

令
書
写
、
秘
蔵
異
干
他
。
然
所
、
不
思
儀
之
依
巨
細
、
申
出
。
紙
数
・
行
々
・

字
々
、
毛
頭
無
違
乱
令
書
写
、
則
遂
校
合
詑
。
和
歌
之
難
義
、
依
此
一
冊
始
而

分
明
也
。
最
可
謂
至
宝
乎
。
穴
賢
、
狼
不
可
免
外
見
者
也
。

寛
文
九
年
（
扇
＄
）
臘
月
下
旬
清
宗
川
（
花
押
）
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の
門
人
で
、
清
水
宗
川
聞
書
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
．
水
戸
家
に
仕
え
、
や
は
り
彰

考
館
と
は
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
こ
の
写
本
は
、
定
家
自
筆
本
を
「
或
好
士
」
が

能
書
に
命
じ
て
一
宇
も
違
え
ず
写
し
取
っ
た
本
を
、
「
不
思
議
之
巨
細
」
に
よ
っ
て
借

り
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
丁
数
、
改
行
な
ど
ま
で
全
く
そ
の
ま
ま
に
写
し
た
の
だ

と
述
べ
る
。
こ
の
本
は
遅
く
と
も
元
禄
四
年
ま
で
に
は
彰
考
館
に
入
っ
て
い
た
こ
と

（
４
）

が
、
彰
考
館
の
作
成
し
た
収
書
目
録
「
館
本
出
所
考
」
（
後
述
）
か
ら
わ
か
る
。
契
沖

は
恐
ら
く
こ
の
写
本
に
よ
っ
て
本
作
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
手
文
庫
に
は
契
沖

門
人
の
今
井
似
閑
旧
蔵
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
こ
れ
と
同
じ
奥
書
を
持

つ
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
が
あ
る
（
歌
・
寅
・
匡
民
国
文
研
マ
イ
ク
ロ
に
よ
る
）
の
も

傍
証
と
な
る
よ
う
に
思
う
。
他
に
も
こ
の
奥
書
を
持
つ
本
は
多
く
、
宗
川
書
写
本
が

本
書
の
流
布
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

で
は
、
宗
川
が
親
本
と
し
た
「
或
好
士
」
本
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
宗
川

は
親
本
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
差
し
障
り
が
あ
る
と
考
え
て
明
記
を
避
け
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
手
掛
か
り
は
あ
る
。

現
在
、
本
書
の
伝
本
の
う
ち
最
も
早
い
奥
書
を
持
つ
の
は
、
九
州
大
学
図
書
館
細

川
文
庫
蔵
「
長
歌
短
歌
古
今
相
違
事
」
命
お
‐
チ
ー
８
）
で
あ
る
。
や
は
り
国
文
学
研

究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
に
よ
っ
て
奥
書
を
引
く
。

さ
き
の
宗
川
奥
書
よ
り
も
三
年
遡
る
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
定
家
自
筆
本
そ
の
も

右
者
、
京
極
黄
門
定
家
卿
以
正
筆
、
文
字
・
仮
名
之
処
等
無
相
違
書
写
者
也
。

寛
文
六
（
扇
忠
）
丙
午
年
臘
月
下
旬

の
か
ら
写
し
た
と
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
転
写
本
か
ら
の
写
し
で

あ
る
の
に
奥
書
が
自
筆
本
写
し
の
よ
う
に
称
す
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
が
、
と
り
あ
え

ず
額
面
通
り
に
受
け
取
る
と
し
て
）
。
寛
文
六
年
は
定
家
自
筆
本
が
古
筆
商
広
瀬
清
安

ま
た
は
そ
の
息
の
孫
四
郎
の
も
と
に
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
九
州
大
学
細
川
文
庫
は

宇
土
の
細
川
家
の
蔵
書
で
あ
る
が
、
寛
文
六
年
当
時
の
当
主
は
初
代
宇
土
藩
主
行
孝

で
、
好
文
の
大
名
と
し
て
知
ら
れ
る
。
古
筆
商
秘
蔵
の
定
家
自
筆
本
を
精
写
さ
せ
た

の
は
、
行
孝
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
宗
川
奥
書
に
言
う
「
或
好
士
」
も
、
行

（
－
０
）

孝
を
指
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
、
書
陵
部
蔵
鷹
司
本
「
長
歌
短
歌
古
今
相
違
之
事
」
含
ｇ
ｌ
圏
）
に
は
明

和
八
年
の
ト
山
（
烏
丸
光
胤
）
奥
書
が
あ
り
、
享
保
十
二
年
の
自
筆
本
返
還
の
一
件

が
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
本
書
に
つ
い
て
「
元
来
此
書
自
細
川
家
出
之
云
々
」

と
あ
る
。
詳
し
い
事
情
は
知
ら
れ
な
い
が
、
細
川
家
に
最
も
早
い
奥
書
を
持
つ
本
が

あ
る
こ
と
と
、
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

定
家
自
筆
本
の
本
文
が
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
藤
谷
為
賢
が
冷
泉
家
の

秘
庫
か
ら
密
か
に
持
ち
出
し
て
古
筆
商
に
売
り
、
「
或
好
士
」
が
複
写
し
、
そ
の
複
本

を
清
水
宗
川
が
転
写
し
た
こ
と
に
よ
る
。
転
写
本
は
彰
考
館
に
入
り
、
契
沖
の
目
に

触
れ
、
古
今
余
材
抄
に
利
用
さ
れ
る
。
も
し
冷
泉
家
に
ず
っ
と
所
蔵
さ
れ
て
い
た
ら
、

本
書
は
何
の
影
響
力
も
持
て
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
本
書
は
、
「
流
出
」
し
な
け
れ
ば
、

契
沖
の
学
問
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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水
府
明
徳
会
彰
考
館
に
、
「
館
本
出
所
考
」
（
亥
・
九
）
と
題
す
る
写
本
が
所
蔵
さ

れ
て
い
る
。
私
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
（
Ｊ
ね
）
で
披
見
し
た
が
、
こ

の
本
の
主
た
る
部
分
は
、
元
禄
年
間
に
彰
考
館
が
館
員
を
京
都
に
駐
留
さ
せ
て
書
写

・
購
入
さ
せ
た
書
籍
の
出
所
を
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
他
享
保
頃
ま
で
の
資
料
を
含

ん
で
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
館
員
大
串
元
善
が

・
元
禄
二
年
に
京
で
「
九
条
様
」
か
ら
「
大
納
言
経
信
卿
記
」
を
借
り
写
し
た
。

・
元
禄
八
年
に
南
都
の
法
隆
寺
で
「
龍
田
縁
起
」
を
写
し
、
「
諸
社
縁
起
」
第
五
巻

の
初
め
に
綴
じ
入
れ
て
お
い
た
。

と
い
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
彰
考
館
の
蔵
書
形
成
を
考
え
る
上
で
、
大
変
貴
重
な

資
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
。

い
ま
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
、
出
所
と
し
て
公
家
が
記
さ
れ
て

い
る
例
を
取
り
上
げ
る
。
任
意
に
拾
っ
て
い
く
と
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
公
家
が
彰

考
館
に
典
籍
の
書
写
を
許
可
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

・
醍
醐
大
納
言
冬
基
卿
（
元
禄
二
年
法
曹
類
林
・
政
事
要
略
）

・
下
冷
泉
三
位
（
Ⅱ
為
経
）
（
元
禄
二
年
経
国
集
）

・
野
々
宮
中
将
定
基
朝
臣
（
元
禄
三
年
貞
信
公
記
）

・
東
園
中
納
言
藤
基
量
卿
（
元
禄
三
年
摂
政
宣
下
次
第
ほ
か
）

・
油
小
路
大
納
言
隆
員
卿
（
元
禄
八
年
山
槐
記
・
薩
戒
記
・
吉
記
等
）

彰
考
館
は
多
く
の
和
書
を
収
集
す
る
使
命
を
帯
び
て
い
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
京

都
で
の
蒐
書
・
書
写
活
動
が
必
須
で
あ
っ
た
。
長
く
彰
考
館
に
勤
務
し
た
福
田
耕
二

二
、
彰
考
館
蔵
の
収
書
と
公
家
の
蔵
書
１
１
提
供
１
１

郎
氏
の
『
水
戸
の
彰
考
館
ｌ
学
問
と
成
果
ｌ
』
（
平
３
、
錦
正
社
）
に
は
次
の
よ
う
に

あ
る
。

（
彰
考
館
ガ
ー
注
）
も
っ
と
も
力
を
入
れ
た
の
は
、
京
都
方
面
で
、
光
圀
が
最

初
に
図
書
蒐
集
の
た
め
に
人
を
派
遣
し
た
の
は
、
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の

正
月
で
、
こ
の
時
は
約
一
年
か
け
て
、
「
万
葉
集
」
関
係
の
も
の
を
含
め
て
、
多

く
の
史
料
を
持
ち
か
え
っ
て
い
る
。

他
見
を
許
さ
な
い
と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た
。

当
時
は
師
弟
関
係
が
き
び
し
く
、
い
ろ
い
ろ
の
技
芸
で
も
、
長
い
間
、
労
力

と
か
財
力
と
か
の
奉
仕
を
し
て
、
次
第
に
伝
授
さ
れ
る
の
で
、
書
物
に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
い
え
、
生
活
に
連
な
る
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
を
見
る
こ
と
が

許
さ
れ
、
し
か
も
写
し
取
る
と
い
う
の
は
、
相
当
の
も
の
を
贈
っ
て
、
他
見
さ

せ
ぬ
と
い
う
約
束
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

公
家
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
典
籍
開
示
は
収
入
源
で
も
あ
っ
た
か
ら
、
多
額
の

報
酬
を
要
求
し
た
上
で
、
少
し
し
か
見
せ
ぬ
と
い
う
こ
と
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
後
に
塙
保
己
一
が
群
書
類
従
の
た
め
に
書
籍
を
収
集
新
写
し
た
際
も
、
公
家

・
門
跡
寺
院
の
蔵
書
は
な
か
な
か
見
せ
て
も
ら
え
ず
苦
労
し
て
い
る
（
斎
藤
政
雄
氏

『
和
学
講
談
所
御
用
留
の
研
究
』
〈
平
、
、
国
書
刊
行
会
〉
に
そ
う
し
た
困
難
に
つ
い

て
語
っ
て
い
る
文
書
が
載
る
）
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
典
籍
の
障
壁
を
取
り
除
い
て
行

か
な
く
て
は
、
和
学
の
興
隆
は
望
め
な
い
。

そ
う
い
う
観
点
で
「
館
本
出
所
考
」
を
見
る
と
、
一
人
の
公
家
の
名
に
眼
が
留
ま

長
い
間
、
苦
心
し
て
保
管
し
て
い
た
も
の
で
、
「
秘
す
べ
し
、
秘
す
べ
し
」
で
、

公
卿
な
ど
は
多
く
の
書
物
を
持
っ
て
い
た
が
、
容
易
に
見
せ
て
も
ら
え
な
い
。
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の
ぶ

る
。
そ
れ
は
花
山
院
定
誠
（
寛
永
十
七
年
届
き
～
宝
永
元
年
。
Ｅ
、
六
十
五
歳
）
で

あ
る
。
定
誠
は
左
大
臣
花
山
院
定
好
の
三
男
、
母
は
鷹
司
信
尚
女
。
正
二
位
大
納
言

に
上
り
、
元
禄
五
年
に
落
飾
し
て
い
る
。

「
館
本
出
所
考
」
で
花
山
院
定
誠
が
出
所
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
典
籍
は
次
の
通

恥
Ⅷ
〃
。

…
：
…
・
・
・
…
…
…
…
．
（
以
上
、
元
禄
三
年
）

修
法
抄
・
枝
葉
抄
：
．
：
…
．
．
：
：
…
・
…
（
以
上
、
元
禄
四
年
）

日
本
紀
神
代
巻
起
・
皇
太
神
宮
儀
式
帳
…
．
：
：
…
…
．
：
．
（
以
上
、
元
禄
五
年
）

令
聞
書
・
令
抄
・
古
消
息
写
〈
慈
照
院
殿
・
宝
筐
院
殿
ほ
か
〉
・
元
久
元
年
四
月

記
（
三
黄
記
）
・
富
家
語
抜
書
・
正
安
三
年
日
次
（
実
躬
卿
記
）
・
庭
槐
抄

…
…
…
…
…
…
…
…
（
以
上
、
元
禄
六
年
）

蝉
星
魚
同
・
新
古
今
和
歌
集
抄
出
聞
書
・
玉
伝
深
秘
・
結
城
戦
場
記
・
賀
茂
大

神
宮
年
中
神
事
略
次
第
・
厳
島
名
所
尽
井
年
中
行
事
・
有
房
中
将
集
・
相
模
集

・
高
藤
公
伝
・
古
今
相
伝
次
第
・
古
今
和
歌
集
註

．
．
…
…
…
・
…
…
（
以
上
、
元
禄
十
二
年
）

秘
府
略
・
花
山
院
宗
像
記
．
…
．
．
…
（
以
上
、
元
禄
三
年
（
寄
贈
）
）

院
号
定
部
類
記
・
公
清
公
記
抜
書
・
山
槐
記
・
元
秘
抄
・
温
旧
知
新
・
神
宮
奏

事
始
記
・
上
表
之
記
（
園
太
暦
）
・
神
護
寺
募
縁
記
・
知
証
大
師
年
譜
・
催
馬
楽

・
聖
廟
御
法
楽
詩
歌
（
文
明
十
二
年
）
・
除
目
録
・
薩
戒
記
．
摂
政
関
白
補
任

・
吉
記

さ
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
彰
考
館
の
蔵
書
で
あ
る
が
、
そ
の

蓄
積
は
他
の
好
文
の
大
名
達
の
蔵
書
形
成
に
も
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
資
料
を
挙
げ
て
述
べ
た
い
と
思
う
。

彰
考
館
蔵
「
贈
松
平
丹
後
守
歌
書
目
録
」
（
亥
‐
七
、
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
Ｓ

響
は
、
内
題
に
「
松
平
丹
後
守
殿
え
被
遣
候
歌
書
目
録
留
（
元
禄
元
年
戊
辰
十
二

月
七
日
但
此
節
不
被
遣
御
書
物
目
も
此
末
二
閉
入
有
。
）
」
と
あ
り
、
元
禄
元
年
に

「
松
平
丹
後
守
」
よ
り
の
依
頼
で
七
十
二
部
七
十
五
冊
の
歌
書
を
彰
考
館
本
か
ら
新

写
し
て
贈
っ
た
、
そ
の
時
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
彰
考
館
か
ら
大
名
家
へ
の
典
籍
の
提

供
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
述
す
る
「
加
州
往
来
書
目
松
平
丹
後
守
殿
歌
書

こ
れ
ら
は
ほ
ぼ
す
べ
て
、
館
員
の
小
野
沢
介
之
進
（
京
都
に
駐
留
し
、
蒐
書
に
当

た
っ
て
い
た
人
物
）
が
写
し
取
っ
て
い
る
。
元
禄
年
間
前
半
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
た

く
さ
ん
の
典
籍
を
開
示
し
た
公
家
は
他
に
お
ら
ず
、
元
禄
三
年
に
は
貸
与
で
な
く
寄

贈
し
た
本
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
定
誠
に
関
し
て
は
積
極
的
な
「
提
供
」
の
姿
勢
を
看

取
し
て
よ
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
然
報
酬
は
要
求
し
た
と
思
う
が
、
こ
う
い
う
公

家
が
堂
上
典
籍
の
地
下
へ
の
窓
口
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
留
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ

る
と
考
え
る
。

な
お
、
元
禄
十
二
年
か
ら
は
平
松
時
方
が
多
く
の
典
籍
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
の
書
目
を
詳
細
に
検
討
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
京
都
大
学
図
書
館
平
松
文

（
６
）

庫
本
と
の
間
に
関
係
が
見
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。

三
、
佐
賀
鍋
島
家
・
加
賀
前
田
家
の
蔵
書
形
成
と
彰
考
館
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目
」
に
も
同
じ
件
の
リ
ス
ト
を
載
せ
る
。

こ
の
歌
書
リ
ス
ト
は
、
勅
撰
集
や
著
名
な
歌
人
の
集
で
は
な
い
、
極
め
て
専
門
性

の
高
い
歌
書
目
録
で
あ
る
。
冒
頭
近
く
に
挙
が
る
本
は
、
「
尭
孝
日
記
」
「
尭
孝
十
番

歌
合
」
「
和
歌
淵
底
秘
抄
」
「
常
恒
自
歌
合
」
「
播
磨
守
兼
房
歌
合
」
「
古
葉
略
類
聚
抄
」

な
ど
だ
が
、
和
歌
研
究
者
で
あ
れ
ば
そ
の
専
門
性
が
推
知
さ
れ
よ
う
。
か
な
り
和
歌

に
明
る
い
人
物
の
要
求
に
応
じ
て
贈
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
誤
る
ま
い
。

で
は
こ
の
「
松
平
丹
後
守
」
は
誰
で
あ
ろ
う
か
。
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
に
よ
っ
て

「
丹
後
守
」
と
称
し
た
松
平
氏
の
人
物
を
検
索
し
た
が
、
元
禄
元
年
時
点
で
そ
の
よ

う
に
名
乗
っ
て
い
た
人
物
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
次
に
、
松
平
氏
で
は
な
い
が
、
松

平
と
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
で
考
え
て
み
る
。
「
丹

後
守
」
全
百
三
十
四
人
の
う
ち
、
該
当
者
は
一
名
の
み
で
あ
っ
た
。

佐
賀
鍋
島
藩
主
・
鍋
島
光
茂
の
項
に
、
「
寛
永
九
年
生
る
。
…
慶
安
元
年
十
二
月
二

十
二
日
御
前
（
Ⅱ
家
光
）
に
を
い
て
元
服
し
、
御
諒
の
字
（
Ⅱ
「
光
」
）
松
平
の
御
称

号
、
及
び
来
国
俊
の
御
刀
を
賜
ひ
、
従
四
位
下
丹
後
守
に
叙
任
し
、
光
茂
と
名
の
る
。

…
元
禄
八
年
致
仕
し
、
…
十
三
年
五
月
十
六
日
佐
嘉
に
を
い
て
卒
す
。
…
」
と
あ
る
。

光
茂
は
文
事
、
特
に
和
歌
に
精
力
を
注
ぎ
、
飛
鳥
井
雅
章
・
中
院
通
茂
・
三
条
西

家
（
実
教
か
）
か
ら
伝
授
を
受
け
る
と
い
う
、
武
家
歌
人
と
し
て
は
非
常
に
注
目
す

べ
き
存
在
で
あ
っ
た
（
日
下
幸
男
氏
「
鍋
島
光
茂
の
文
事
」
国
語
と
国
文
学
砺
１
ｍ
、

昭
和
“
．
ｍ
に
詳
し
い
）
。
彰
考
館
に
前
述
の
よ
う
な
歌
書
群
新
写
の
依
頼
を
出
す
人

光
茂
は
江
戸
初
期
の
佐
賀
に
お
い
て
、
武
断
的
な
政
治
か
ら
文
治
的
な
方
向
へ
転

換
し
た
君
主
と
し
て
知
ら
れ
る
。
「
光
茂
の
最
大
の
功
績
は
、
佐
賀
に
こ
の
よ
う
な
学

べ
き
存
在
で
あ
っ
た
（
日
下
幸
男
氏
「
鍋
島
光
茂
（

昭
和
田
．
ｍ
に
詳
し
い
）
。
彰
考
館
に
前
述
の
よ
う

物
と
し
て
は
ま
こ
と
に
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
。

問
的
・
文
学
的
な
土
壌
を
用
意
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
」
（
雅
俗
の
会
編
『
西
国
大
名

の
文
事
』
平
成
７
、
葦
書
房
～
「
鍋
島
光
茂
ｌ
文
芸
励
行
」
、
入
口
敦
志
氏
執
筆
）
と

も
評
さ
れ
て
い
る
。

実
際
、
佐
賀
は
現
在
で
も
典
籍
の
多
く
遺
存
す
る
地
域
で
あ
る
。
彰
考
館
か
ら
贈

ら
れ
た
歌
書
類
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い
が
、
徴
古
館
（
鍋
島
報
效
会
）
・
祐
徳
博
物
館

（
祐
徳
稲
荷
神
社
）
中
川
文
庫
・
佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫
・
佐
賀
県

立
図
書
館
・
武
雄
市
教
育
委
員
会
・
多
久
市
立
図
書
館
な
ど
に
現
蔵
さ
れ
る
鍋
島
諸

藩
の
文
化
財
の
、
最
初
期
の
資
産
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
、
先
に
少
し
名
前
を
出
し
た
彰
考
館
蔵
「
加
州
往
来
書
目
松
平
丹
後
守
殿

歌
書
目
」
（
亥
’
七
、
国
文
学
研
究
資
料
館
紙
焼
Ｓ
轡
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。

こ
の
目
録
の
後
半
は
先
ほ
ど
述
べ
た
鍋
島
光
茂
宛
の
歌
書
目
録
だ
が
、
前
半
は
、
延

宝
七
年
（
扇
ご
）
に
加
賀
前
田
家
と
彰
考
館
と
で
書
物
の
相
互
貸
借
（
十
数
点
ず
つ
）

が
行
わ
れ
た
際
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
前
田
家
の
当
主
は
文
物
の
収
集
で
著
名
な
綱
紀

で
、
蒐
書
は
現
在
の
尊
経
閣
文
庫
に
遣
る
。
尊
経
閣
文
庫
本
と
彰
考
館
本
と
の
相
互

交
渉
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
意
識
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
具
体
的

な
貸
借
が
知
ら
れ
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
時
間
の
関
係
で
、
そ
の
中
の
一
点
の
み
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

彰
考
館
か
ら
前
田
家
へ
貸
し
た
本
の
中
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
古
本
平
家
物
語

一
保
元
平
治
物
語

ｌ
（
鎌
倉
本
此
本
ハ
進
上
也
）

（
返
ル
）

十
二
冊

二
冊
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典
籍
は
、
読
ま
れ
て
こ
そ
価
値
が
あ
る
。
堂
上
を
中
心
に
集
積
・
保
管
さ
れ
て
き

た
日
本
の
典
籍
群
が
、
地
下
を
中
心
に
勃
興
し
た
和
学
・
国
学
の
資
料
と
な
る
た
め

お
わ
り
に

「
鎌
倉
本
」
平
家
物
語
は
、
現
在
彰
考
館
蔵
の
江
戸
中
期
写
本
（
山
岸
徳
平
・
山

内
潤
三
・
木
村
晟
編
『
平
家
物
語
鎌
倉
本
』
〈
汲
古
書
院
古
典
研
究
会
叢
書
、
昭
獅
〉

に
影
印
）
。
し
か
し
、
実
は
「
鎌
倉
本
」
と
呼
ば
れ
る
べ
き
は
彰
考
館
の
別
の
本
「
康

（
７
）

豊
本
」
（
こ
れ
も
現
蔵
）
で
は
な
か
っ
た
か
と
さ
れ
て
い
る
。
右
の
記
述
は
、
「
鎌
倉

本
」
が
前
田
家
に
「
進
上
」
さ
れ
た
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

現
在
、
尊
経
閣
文
庫
に
室
町
時
代
写
の
「
康
豊
本
」
十
二
冊
が
あ
る
。
彰
考
館
の

「
康
豊
本
」
と
は
本
文
が
酷
似
し
、
一
行
の
字
詰
め
が
異
な
る
程
度
の
差
異
で
あ
る

と
さ
れ
る
（
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
考
』
）
。
延
宝
七
年
に
贈
ら
れ
た
本
は
こ
れ
に
違

い
な
い
。
恐
ら
く
、
彰
考
館
で
は
同
じ
本
文
を
持
つ
本
二
種
を
所
有
し
て
い
た
の
で
、

そ
の
内
一
点
を
加
賀
に
寄
贈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
前
田
家
に
原
本
を
贈
る

た
め
に
複
本
を
作
っ
た
の
が
彰
考
館
本
な
の
か
も
知
れ
な
い
・
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
「
鎌

倉
本
」
が
「
康
豊
本
」
を
指
し
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
こ
の
時
彰
考
館
か
ら
貸
与
さ
れ
た
本
か
ら
の
写
し
で
、
尊
経
閣
に
現
存
す

る
も
の
に
は
「
鎌
倉
大
草
子
」
が
あ
る
（
実
見
し
て
い
な
い
が
、
右
の
書
目
に
あ
り
、

か
つ
尊
経
閣
文
庫
の
目
録
に
「
延
宝
七
年
写
」
と
あ
る
の
で
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
）
。

現
物
を
調
査
す
れ
ば
他
に
も
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。

注
（
１
）
神
作
研
一
氏
「
『
六
窓
翁
蔵
書
目
録
』
ｌ
松
井
幸
隆
の
歌
学
一
斑
ｌ
」
（
金
城
日
本
語
日

本
文
化
醜
、
平
四
・
３
）
参
照
。

（
２
）
本
作
品
の
書
名
は
一
定
し
な
い
。
「
長
歌
短
歌
古
今
相
違
之
事
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
定
家

自
身
の
付
し
た
内
題
は
「
万
葉
集
長
歌
載
短
歌
字
之
由
事
」
で
あ
り
、
本
来
は
そ
れ
を
題

名
と
す
べ
き
か
。
た
だ
し
、
こ
の
内
題
が
作
品
の
全
体
を
覆
う
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は

に
は
、
典
籍
の
移
動
・
流
通
が
必
要
で
あ
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
彰
考
館
を
中
心
に

し
て
、
関
連
す
る
事
象
を
い
く
つ
か
紹
介
し
た
の
み
で
あ
る
。

近
年
、
内
裏
を
中
心
と
し
た
蔵
書
の
形
成
・
変
遷
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
発
表

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
分
野
は
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
見
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

公
家
の
世
界
の
中
で
の
流
通
・
集
積
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
ト
ー
タ
ル
な
日
本
の
学
問

史
を
考
え
る
上
で
は
、
限
定
さ
れ
た
意
義
し
か
持
ち
得
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

公
家
を
対
象
に
し
た
研
究
と
、
庶
民
レ
ベ
ル
の
蔵
書
形
成
の
研
究
と
は
、
ど
こ
か
で

接
点
を
持
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

最
後
に
一
言
付
け
加
え
る
。
契
沖
の
古
今
余
材
抄
に
つ
い
て
本
発
表
で
触
れ
た
が
、

そ
の
浄
書
本
は
彰
考
館
に
納
め
ら
れ
た
。
前
述
の
通
り
古
今
集
の
注
釈
史
上
画
期
的

な
著
作
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
転
写
さ
れ
、
広
く
読
ま
れ
て
い
っ
た
の
だ

が
、
実
は
彰
考
館
の
浄
書
本
か
ら
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
写
本
は
全
く
知
ら
れ
て
い
な

い
。
す
べ
て
円
珠
庵
に
残
さ
れ
た
契
沖
手
許
本
か
ら
写
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
な
の
で

あ
る
（
筑
摩
書
房
版
契
沖
全
集
解
題
）
。
蔵
書
は
、
保
管
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

利
用
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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＊
発
表
当
日
の
資
料
で
は
、
久
世
家
文
書
に
関
わ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
仏

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
「
長
歌
短
歌
古
今
相
違
之
事
」
（

の
図
版
を
掲
げ
た
。
久
世
通
理
が
文
化
十
二
年
に
書
写
し
た
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
の

あ
る
。
久
世
家
の
典
籍
が
諸
方
に
散
っ
て
い
っ
た
う
ち
の
一
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

＊
海
野
圭
介
・
久
保
田
啓
一
各
氏
よ
り
、
貴
重
な
情
報
を
頂
戴
し
た
。
入
口
敦
志
氏
に
は
調
査

に
つ
い
て
ご
教
示
を
頂
い
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
典
籍
の
披
見
に
つ
き
お

世
話
に
な
っ
た
宮
内
庁
書
陵
部
に
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

所
蔵
史
料
目
録
釧
集
』
昭
弱
・
３
の
平
松
家
文
書
目
録
参
照
。

（
７
）
影
印
本
解
題
参
照
。

問
題
が
あ
る
。

（
３
）
久
保
田
氏
「
冷
泉
家
の
歴
史
（
十
五
）
為
治
・
為
清
（
上
）
」
（
し
く
れ
て
い
開
、
平

皿
・
７
）
参
照
。

（
４
）
元
禄
四
年
に
彰
考
館
館
員
小
野
沢
介
之
進
が
「
万
葉
時
代
抄
」
を
書
写
し
た
際
、
既
に

館
に
存
在
し
た
「
万
葉
長
歌
短
歌
」
の
奥
に
合
綴
し
た
と
い
う
記
事
が
見
え
る
（
彰
考
館

現
蔵
本
で
は
順
序
が
逆
で
あ
る
が
）
。
従
っ
て
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
は
こ
れ
よ
り
早
く
所
蔵

［
補
注
］
本
稿
校
正
中
に
、
蔵
中
さ
や
か
氏
の
「
『
松
平
大
和
守
日
記
』
古
筆
関
連
記
事
（
寛
文

年
間
）
、
瞥
見
」
（
神
戸
女
学
院
大
学
論
集
弱
１
１
、
平
加
・
６
）
に
接
し
た
。
同
論
文
は
古

筆
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
著
名
だ
っ
た
松
平
直
矩
の
日
記
か
ら
、
古
筆
商
た
ち
が
売
り
に
来
た

（
５
）
た
だ
し
、
九
大
細
川
文
庫
本
と
、
彰
考
館
の
宗
川
本
の
本
文
は
細
部
で
一
致
し
な
い
。

細
川
文
庫
本
は
寛
文
六
年
写
本
そ
の
も
の
で
は
な
く
そ
の
写
し
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

す
る
と
こ
こ
の
議
論
は
単
純
に
は
成
り
立
た
な
く
な
る
の
で
あ
る
が
、
後
考
に
待
ち
た
い
。

（
６
）
ち
な
み
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
（
史
料
館
）
に
も
平
松
家
の
文
書
が
あ
る
。
『
史
料
館

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

は
、
久
世
家
文
書
に
関
わ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

女
子
大
学
図
書
館
黒
川
文
庫
蔵
「
長
歌
短
歌
古
今
相
違
之
事
」
（
Ｄ
云
巴

久
世
通
理
が
文
化
十
二
年
に
書
写
し
た
万
葉
集
長
歌
短
歌
説
の
写
本
で

典
篇
を
抜
き
出
し
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
、
寛
文
四
年
頃
集
中
的
に
直
矩

に
古
筆
を
売
り
に
来
た
者
と
し
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
広
瀬
清
安
（
清
庵
と
も
記
す
）
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
清
安
の
活
動
を
知
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
蔵
中
氏
の
ま
と
め
に
よ
る

と
、
消
安
は
数
回
に
わ
た
り
大
量
の
定
家
自
筆
物
を
持
ち
込
ん
で
き
て
お
り
、
そ
の
中
に
は

明
月
記
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、

浦
安
の
商
品
の
出
所
は
冷
泉
家
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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